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前作の 違い が青果用 カ ン ショ の 生育 ・収量 に 与 える影響

持田　秀之 ・小林　　透 ・立石

　　　　　　　　 （九 州農業試験場）

靖 ・生 駒　泰基

Growth 　and 　Yield　of　succeeding 　sweetpotato 　as　influenced　by　preceding　crops

Hideyuki 　MocHmA ・Toru 　KoBAYAsH エ
，
　 Yasushi 　TATEIsHI　and 　Hiroki　IKoMA

　　　　　　　　　　　（Kyushu 　NatL 　Agric ．　Exp ，　Stn．）

　南九州地 域 に お け る カ ン シ ョ の 作付 面 積 の 維 持 あ る い

は 増加 を図 る に は，澱粉原料用を始め青果用，加工 用 な

ど用途の 拡大 を図 る とともに，結 合す る作物の 輪作特性

を明 ら か に し．生産 阻 害要 因 を解 明 す る こ とが 重 要 で あ

る 。前作の 違 い が カ ン シ ョ の 生育 ・収量 に与 える 影響に

つ い て は，様 々 な観点か ら検討が進められて い る
1・U〕

が，

カ ン シ ョ と野 菜 及 び 飼料作物が 結 合 した 作付 体 系 下 に お

け る 影響 に つ い て そ れ に 関 わ る 要因を 明 ら か に した報告

は少な い 。 本報告 で は，前作 の 違 い が 青果用 カ ン シ ョ の

生育及び 収 量 に 与 え る 影響 を 調査 し，そ の 原因 を線虫被

害 と 土壌 の 理 化 学 性 の 両 面 か ら検 討 した の で ，そ の 結 果

につ い て 報告す る 。

　　　　　　　　材料 お よ び方法

　試験 は，1993年か ら1995年 の 3年間行 い ，供試品種 と

して は，青果用品種 の 高系 14号 とべ ニ オ トメ を用 い た。

高系14号 は，サ ッ マ イ モ ネコ ブ セ ン チ ュ ウ （ネ コ ブ セ ン

チ ュ ウ と略す）に 対 して 弱 ， ミナ ミネ グサ レ セ ン チ ュ ウ

（ネグ サ レ セ ン チ ュ ウ と略す） に対 して は 中 の 抵抗性を

持 っ て い る 。ベ ニ オ トメ は ネコ プ セ ン チ ュ ウ に対して強，

ネグ サ レ セ ン チ ュ ウ に対 して は 中の 抵抗性 で ある。挿苗

は，4月下旬か ら 5 月上 旬に かけて 行い ，透明の ポリ フ ィ

ル ム で 被覆 した 。 供試圃場 に は
，

九 州農試畑 地利用部内

の 表層多腐植質 ク ロ ボ ク 土 の 圃場を用 い た。

　設定した作付体系は，カ ン シ ョ
ー

ダイコ ン （ダイコ ン

跡 ）．カ ン シ ョ
ーバ レ イシ ョ （バ レ イシ ョ 跡），

カ ン シ ョ
ー

イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ ス （イ タ リア ン 跡），カ ン シ ョ
ーキ ャ

ベ ッ （キ ャ ベ ッ 跡）の 1年 2作体系，カ ン シ u 一
ラ ッ カ

セ イ （ラ ッ カ セ イ跡 ）の 2年 2作 体系 及 び カ ン シ ョ
ーギ

ニ ア グ ラ ス
ーダ イ コ ン （ギ ニ ア ーダ イ コ ン跡 ）の 2年 3

作体系 の 6種類の 体系 で あ る。こ れ ら供試作物 の うち，

ラ ッ カ セ イ は ネコ ブ ，ネ グ サ レ両 線虫の ，ギ ニ ア グ ラ ス

は ネ コ ブセ ン チ ュ ウ の 密度 を積極的に 低下 させ る 線虫対

抗植物で あ る 。 1区面積 は，33．8  で ， 2 反復 と した。

施肥 量 は，全 区 共通 と し，10a 当た りN 　 4　kg，　 P20s

13kg，　 KzO 　18kgと した 。 栽植密度 は ，畦問 75cm。株

間30  の m2 当た り4．4株 と した 。 なお，カ ン シ ョ 以外 の

作物 は．都城 地 域 の 施肥 防 除基 準 に 準 じて 第 1 表 に 示 す

ag　1表　 カ ン シ ョ と結合す る姻作物 の 耕種概要

作　　物 品　　種 植付期 栽植様式
　 堆肥
　　　　　苦土 石 灰
（トン／10a）

施肥量

NP20sKzO
一kg／IOa 一

ダ 　イ　 コ 　 ン

バ レ イ シ ョ

イ タ リ ア ン

キ　ヤ　 ベ 　 ツ

ラ ッ カ セ イ

ギ ニ ア グ ラ ス

耐 病総 太 り
v’t　　　　　　’　t
ア 　　ン 　　マ

サ ク ラ ワ セ

富 士 早 生

ユ デ ラ ッ カ

ナ ツ カ ゼ

9月中旬

9月上旬

10月 中 旬

11月 中旬

5 月
．
ド旬

6 月上 旬

75× 30cm

75× 25cm49

／ m2

75× 35cm

75× 20cm

1．59 ／ m2

2．02

．02

．02

．0

2．0

100

IOOIOO100100

17，616

、812

．628

．83

．012

．0

23．023

．821

．025

．016

．019

．0

17．618

．4

三〇．426

．418

，09

．6

注 ）施 肥 量 は，基 肥 と追 肥 を 合 計 した 量 で 表示 した 。 な お ，1994年の 2年輪作体系 に は ，ラ ッ カ セ イ，ギ ニ ア グ

　　 ラ ス の 前作 と して 冬作 ゴ ボ ウが組 み 入れ られ て い る。
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とお りの 耕種概要で 栽培 した。

　調査は，挿苗後119〜135日後 に 1 区4．05  を収穫 し，

つ る重，イ モ 重 を調査 し，そ の
一

部 につ い て 乾物率，切

干歩合 を測定 した 。線虫数は ベ ル マ ン 法 に て 調査 し，線

虫被害の 程度は，線虫の 加害に よ っ て 生 じる ゴ ー
ル 及 び

病斑 など の 外観観察 に よ っ て， 1 ； 無，2 ；少 ， 3 ；中，

4 ；多， 5 ；甚の 5段 階 で 表示 した。また，イモ の 肥 大

に 関わ る土壌 の 物理性 の 影響をみ る た め に
，

イモ 肥 大 期

に 三 相分布 を上 壌 三 相 計 で 測定 した。さ らに，土 壌 の 化

学性 は，カ ン シ ョ 挿苗離に 採取，調製 した土 壌につ い て，

硝酸態窒素 は 水抽出後比 色法で ，交換性 カ リ は 熱分解後

炎光分析法で ，各 々 定量 した。

著 しく遅れた v その た め，カ ン シ ョ 跡作の 秋バ レ イシ ョ

は 植付 が 遅れ，早霜 に よ り上 イ モ 収量 が 皆無 とな っ た 。

2．各種作付体系下 に お け る カ ン シ ョ の 地上部生育 と イ

　　 モ 収量

　箒 3表 に は ，各種作醤体系 下 に お け る高 系 14号の 地上

部生育とイモ 収量を示 した 。 イモ 収 量は，イタ リア ン跡，

ダ イコ ン 跡 ，ギ ニ ア
ー

ダイ コ ン 跡，ラ ッ カ セ イ跡 の 1順に

．ヒ イモ 重が 多 くな り，バ レ イ シ ョ 跡 ，キ ャ ベ ッ 跡 で は 、

　 第 2表　カ ン シ ョ 前作物の 収量 （3年間の 平均）

作 物 収量　（kg／a ）

　　　　　　　　結果お よび考察

1． カ ン シ ョ 前作 物の 収量

　 3年間 の a 当た り平均収量 で み る と，ダ イ コ ン302kg，

バ レ イ シ ョ 230kg，イタ リア ン ラ イ グ ラ ス 530kg，キ ャ ベ

ツ 293kg，ラ ッ カ セ イ50kg．ギ ニ ア グ ラ ス 504kgと な っ た

（第 2表）。1993年 は，著 しい 少 照 多雨年とな り秋冬 キ ャ

ベ ッ を 除 き低収 と な る と と もに，カ ン シ ョ 塊根 の 肥 大が

鷲
D

“

蕩

　

イ

リ

　

　

カ

…
ヤ

ツ

岬

ダ

バ

イ

キ

ラ

ギ

（新 鮮 重 ）

（上 イモ 重）

（生 草 重 ）

（新 鮮 重）

（上 生 莢重 ）

（生 草 重 ）

30223053029350504

注）1993年の バ レ イ シ ョ は ，降 霜 に よ りイ モ 肥 大 娚

　　 に枯死 した た め 平均 か ら除 い た 。

第 3 表　各種作付体系下 に お け る カ ン シ ョ の 地上部生育 と イ モ 収量 （高系14号 ）

作付体系
（前作〉

　 　 　 　 上 イモ 重 上 イモ 数
年次
　　　　 （kg／a ）　 （／  ）

　　　　　　　　　地 上 部重1個 重
　　　　 切干歩 合
　　　　　　　　　 （kg／　a ）（9 ）

上 イモ 重

地 ヒ部 重

カ ン シ ョ
ーダ イ コ ン

1993199419951392802059．713
．313
．7

13421815033．633
．533

．7

268389302 0．52．
O，720
，68

平均 208 12．2 167 33．6 320 0．64

カ ン シ ョ
ーバ レ イ シ ョ

19931994199568226202 5．511
．412
．6

116204171 31．533
．034

．0

298380306 り

0962
厂
0
ρ
0

000

平均 165 9．8 164 32．8 328 0．49

カ ン シ ョ
ーイ タ リ ア ン

1993199419951542552429．3
ユL412
．1

15423220032．234
．033
．1

2713202340．570
．801
．03

平均 217 10．9 195 33．1 275 0、80

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1994
カ ン シ ョ

ーキ ャ ベ ツ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1995

107　 　　 7．9
208　 　 　 10．6
168　　　 9．6

12519917534．136
．134
．8

3083733490．350
．560
．48

平均 161 9．4 166 35．0 343 0，46

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1994
カ ン シ ョ

ー
ラ ッ カセ イ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1995

118275210 7．312
．013
．3

王4422616733．335
．035
コ

300347318 0．390
．790
，67

已
ド均 201 10．9 179 34．5 322 0．62

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993

カ ン シ ョ
ー　　　 　　 　 1994

ギ ニ ァ
ーダ ィ コ ン 　 1995

1322362429．913
．112

．6

121180193 33．6　 　 　 304
34，4　 　 　 439

35．8　 　 　 318

0．430
．540

．76

平均 203 11．9 165 34．6 354 0．58

LSD （O．05） 34 2．O n ．s ． n ．S ． n ．S． n ．S．

注）LSD （0．05＞は ，5％ 水準 に お け る 最小有意差 を表す、，また ，5e　g 以 上 の イモ を Lイモ と した。
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は 、上 イモ 数 1個 重 両 者 が 減 少 して 低 収 に 留 ま っ た。
一

方，ベ ニ オ トメ で は，前作が イ タ リ ア ン 跡，ラ ッ カ セ

イ跡 に お い て 上 イ モ 重が 多くな り．バ レ イシ ョ 跡，キ ャ

ベ ツ 跡 で は収 量 が 低 くな っ た。バ レ イ シ ョ跡 で は 1 個重，

キ ャ ベ ツ 跡 で は，1993年 と1994年 は 1 個重，1995年 は ヒ

イモ数，各々 の 減少 に よ っ て 低収 と なっ た。また ，上イ

モ 重 の 区 間差 は高系 14号 の 場 合 よ り小 さか っ た （第 4 表）。

　地 上 部重 は，必 ず し も収量 と 同
一

傾向を示 さず，両品

種ともギ ニ ア ーダ イ コ ン 跡 で 多く，多収を示 した イタ リ

ア ン 跡 で は少 なか っ た。一
方 ， イモ の 生産効率を表す上

イモ 重 ／地 上 部重 は，両品種 と もイ タ リ ア ン 跡で 高 く，
バ レ イ シ ョ 跡，キ ャ ベ ッ 跡で低下す る 傾向を示した。従 っ

て，カ ン シ ョ 収 量 に 対す る 前作の 影響 は
， 地 上 部の 生育

量 よ りもイモ の 生 産効率によ っ て 大 きく影響 されて い る

と言 える 。 ま た，切干歩合 に つ い て は，前作 に よ る違 い

は 小 さ か っ た 。

3． 各種作付体系下 に お け る線虫密度 と線虫被害

　1993年 と1994年 に線虫被害を調 査 した が，被害状況 が

類似 して い た の で ，こ こ で は1994年 の 結 果 を示 す （第 5

表）。

　高系 14号で は
，

バ レ イシ ョ 跡，キ ャ ベ ツ跡 に お け る ネ

コ ブ セ ン チ ュ ウの 数が顕著 に 多 く，ネ グサ レセ ン チ ュ ウ

の 数 も比較的多 くな っ て い る。ベ ニ オ トメ は，ネ コ プ セ

ン チ ュ ウ に対して 高度の 抵抗性 が ある た め，ど の 作付体

系 にお い て もネコ ブ セ ン チ ュ ウの 密度が 極め て 少 な くなっ

て い る。しか し なが ら，ネグ サ レ セ ン チ ュ ウ に つ い て は ，

前作 に よ っ て 線虫密度へ の 影響が 異 な り，ダ イ コ ン 跡，

イタ リ ア ン 跡，バ レイ シ ョ 跡及び キ ャ ベ ッ 跡 にお い て 線

虫密度 が 高 く，ラ ッ カ セ イ跡 や ギ ニ ア
ーダ イ コ ン 跡 で は

線虫密度が 低 く抑え られ た 。

　線虫被害の 程度は，線虫の 種類 に よ っ て 被害 の 様相が

異なる ため，品種を込 み に して 比 較が で きない が，両品

種と もダ イ コ ン 跡，バ レ イ シ ョ 跡，イタ リア ン 跡及びキ ャ

ベ ッ 跡 で大 き く，ラ ッ カ セ イ跡，ギ ニ ア
ーダ イ コ ン 跡 で

小 さい 傾向を示 した 。 す な わ ち，線虫被害 は ，ベ ニ オ ト

メ で は ネグ サ レ セ ン チ ュ ウの 密度，高系14号で は ネコ ブ，

ネグ サ レ 両 セ ンチ ュ ウ の 密度 と各々 対応 して い る と言え

る。

第 4表 各種 作付体系 下 に お け る カ ン シ ョ の 地 上部生育 とイモ 収量 （べ ニ オ トメ ）

作付体系

（前作）
　　　　上 イ モ 重 　上 イモ 数 　 1個 重
年次
　　　　 （kg／a ）　　 （ノm2 ）　　　　（9 ）

　　　　　地上 部重
切干歩合
　　　　　（kg／a ）

上 イモ 重

地 上 部 重

カ ン シ ョ
ーダ イ コ ン

1993199419951602882638．711
．218
．9

16923614135．536
．236
．0

2924253390．550
．680
．78

平均 237 12．9 182 35．9 352 0．67
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1994
カ ン シ ョ

ーバ レ イ シ ョ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ995

1442432479．712
．015
，6

1362G616033．034
．836
．9

297375370 0．480

．650
．67

平均 211 12，4 工67 34．9 347 0．60
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993
　　　　　　　　　　　 1994
カ ン シ ョ

ー
イタ リア ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1995

193　 　 　 10，6
288　 　　 13．0
277　　　 16．2

163226171 33．836
．335
．9

281358361 0．690
．800
．77

平均 253 13．3 187 35．3 333 0．75
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1994
カ ン シ ョ

ーキ ャ ベ ツ
　　　　　　　　　　　 1995

143261230 9．513

．211
．9

141　 　 　 32．6
197　 　 　 352
196　 　 　 36．2

3063993860．470
．650
．60

平均 211 11．5 178 34．7 364 O．57

カ ン シ ョ
ー

ラ ッ カ セ イ

19931994199518627727010．412
．714
．7

16322418434．836
．635
，8

2874123200．650
．670
、84

平均 244 12．6 1否6 35．7 340 0．72
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1993
カ ン シ ョ

ー　 　 　 　 　 　 1994
ギ ニ ア

ー
ダ イ コ ン 　 1995

16工
243276

10，611
．516
．5

14321316934，635
．037
．5

3114773610．520
．510
．76

平均 227 12．9 175 35．7 383 0．60
LSD （0．05） 29 n ．s． n ．s ， n ．S ． n ．s． n ．S．

注 ）LSD （0．05）は，5 ％ 水準 に おけ る最小有意差 を表す。また，50g 以 上 の イ モ を上 イモ と した 。
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第 5表 各種作付体系下 に お け る線虫被害 （1994年〉

高系14号 ベ ニ オ トメ

作付体系 （前作） 　　　　　　　 線虫密度
線 虫 被 害
　　　　　 ネコ ブ 　 ネグサ レ

　　　　　　　 線虫密度
線虫被害
　　　　　 ネ コ ブ 　 ネグ サ レ
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2．03

．02

．02

．51

．02

．O

138．0320

．458

．D396

．350

．687

．6

43．086

．761

．595

．532

．450

．6

2．03

．53

．02

．51

．01

，5

Oo3

．85

．200

39．047

．236

．452

．3
／6．815

．1

平 均 2．1 175．2 61．6 2．4 1．5 34，5

注）挿苗 125日後 。 線虫密度 の 単．位 は，頭／20g 乾土 。

4．土 壌 の 理 化学性 とカ ン シ ョ 収量 との 関 係

　 土壌の 物理 性 とカ ン シ ョ 収量 との 問 に は密接な関 係 が

あ る こ と が 知 られ て お り
3 〕

，と りわ け 土 壌 の 三 相 分 布 の

うち空気率 との 関 係 が 深い
の 。ベ ニ オ トメ の 上イモ 重 と

空気率 と の 相関係数を算出す る と，1993年が
一

〇．424，

1994年が 0，121と，両年と もに有意 な正 の 相関 関係 は 見

い だせ なか っ た。従 っ て ，土壌 の 空気率 に 対す る 前作 の

影響 は．カ ン シ ョ を 作付けする際の 耕耘や整地 作業 に よっ

て 失わ れ る た め，こ こ で 用 い た 作付体系の 範囲で は カ ン

シ ョ 収量 に 「j・え る影響 は 小 さい と言 え る 。

　 第 1図 に は，カ ン シ ョ 作付け前土 壌 の 硝酸態窒 素含量，

交 換性 カ リ含 量 及 び 案素含 量 に対す る カ リ含量 の 比 を示

した 。 硝酸態窒 素含量 は ，キ ャ ベ ツ 跡 に お い て高く，カ

リ含量は イ タ リ ア ン 跡 ，キ ャ ベ ッ 跡 で 高 くな っ た。キ ャ

ベ ツ 跡 で 硝酸態窒素，カ リ含量 が と もに 高 い の は ，施肥

量 が 多い こ と，カ ン シ ョ 作付け当年 の 初春 に も迫肥を施

す こ とが影響して い る。イ タ リア ン 跡 は，刈株や 根の 残

漬 量 は 多い が ，養 分 収 支 と して は マ イナ ス と な る こ と が

報告 さ れ て い る
5
  しか しなが ら，イ タ リ ア ン ラ イ グ ラ

ス の 根系 は 深 く．深層か ら も養分 を吸収で きる こ とから，

全体 と して の 収支 はマ イ ナ ス に な る もの の ，作土層 に還

元 され た 多量 の 残 渣 に よ りカ り含量 は 高ま っ た もの と推

察 され る。．一
方，作付 け前 の 窒素含量 に対す る カ リ含量

の 比 を とる と，イ タ リ ア ン 跡 に お い て 著 し く高 か っ た 。

カ ン シ X の 施肥 に つ い て は ，カ リ増施 に よ る 増収効果が

知 られ て お り，窒素 に対 して カ リの 施用景 を多くす る こ

とが 施 肥 の 基 本 と され て い る。従 っ て．イ タ リア ン 跡 の

カ ン シ ョ 収量 が 多い の は，跡 地 に お け る 高い カ リ含量 と

好適 な 養分 バ ラ ン ス に よ っ て もた ら され た もの と推察 さ

れ る。ま た，セ ン チ ュ ウ に寄 生 さ れ る と寄 主 植 物 が カ リ

欠乏症 状 を しめ す と言わ れ て い る
5
  土 壌中の 高 い カ リ

含量 は，寄主植 物の 栄養条件を改善 した た め，線虫 の 寄

生 に よ る
・
減収 を生 じせ しめ な か っ た もの と推察 さ れ る 。
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第 1図 　 カ ン シ ョ 作 付 前 土 壌 の 窒 素 ，カ リ含 量

　以 ヒの こ と か ら，収量面か ら み た 青果用 カ ン シ ョ の 好

適前作 と して は ，高系14号 で は ，イ タ リア ン ラ イ グ ラ ス，

ダ イコ ン，ギ ニ ア
ー

ダ イコ ン 及 び ラ ッ カ セ イが ，ベ ニ オ

トメ で は イタ リア ン ラ イグ ラ ス ，ラ ッ カ セ イが 各々 摘出

で き た。両 品種 で 最 も多収 と な っ た イ タ リ ア ン ラ イグ ラ

ス で は，跡 地 に お け る 高い カ リ含量 と好適 な養分 バ ラ ン

スが 多収 に 関 わ る 要因 と して 挙げ られ る。しか しなが ら，

イ タ リア ン 跡 で は，ネ コ ブ セ ン チ ュ ウ抵 撹 性 の べ ニ オ ト
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メ に お い て もネグ サ レ ンチ ュ ウの 被害が認め られてお り，

外観品質を重視す る 青果屠 カ ン シ ョ で は 問 題 が残 る。従 っ

て ，青果 用 カ ン シ ョ の 高品質生産を図 る に は，ネグサ レ

セ ン チ ュ ウの 密度も低下 させ る ラ ッ カ セ イの よ うな線虫

対抗植物を作付体系に 組 み 入 れ る 必要 が あ る。一方，バ

レ イ シ ョ 跡 と キ ャ ベ ツ 跡 で は，線虫密度が高くな り，特

に 不 コ ブ セ ン チ ュ ウ抵抗性 の 弱 い 高系 14号で は，線虫被

害 や 減収の 程度が 大 きい 。現 在，線虫 防 除 の 際 に は，主

と して 殺線虫剤が使用 されて い る が，環境汚染 の 発生，
コ ス トの 増加 な どの 問題が あ り，低農薬を 目指 した 線虫

防除対策 の 開発が 求め ら れ て い る。今後 と も，線 虫 対抗

植物の 探索，抵抗性品種 の 育成 及 び そ れ らの 輪作へ の 導

入 条件の 解明を通 じて 効率的な耕種的防除法の 活用を推

し進 め る 必 要が あ る 。

　　　　　　　　　　摘　 　要

　 カ ン シ ョ の 前作 と して は，収量面で は イタ リア ン とラ ッ

カ セ イ が 適 して い る こ と，カ ン シ U 一バ レイ シ ョ ，カ ン

シ ョ
ーキ ャ ベ ツ の 1年 2作体系 で は 線虫密度が 高 くな り，

低収 となる こ とが わ か っ た。さ ら に ，カ ン シ ョ
ーイタ リ

ア ン に お け る 多収 は，イタ リア ン 跡地土壌 の 高い カ リ含

量 と好適な養分 バ ラ ン ス に よ っ て も た ら され て い る こ と

を示唆す る 結果を得た。
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